
15人 （一般　　人【不明】 、 留守　　人【不明】）

有　・　無

１人

○実行委員会等構成メンバー

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ □ □ □

□ □ □ ☑

☑ □ □ □

□ ☑ □ □

□ ☑ ☑ □

○運営について

　①実行委員会の開催頻度

実行委員長 コーディネーター 留守指導員 学校関係者 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者 　会計担当

☑ ☑ ☑ ☑ □ ☑ ☑ 　　☑
大変良い 良い ふつう 悪い 大変悪い

□ □ ☑ □ □
コーディネーター 安全管理員

校庭開放
サポーター 事務従事者 外部講師 一般消耗品 その他

円 円 円 円 円 円 円 【不明】

○プログラムについて

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ □ ☑ □ □

　②開催数 月（　６　）回程度（主に火・金・土）　　内、合同プログラムの割合　（　100　）％程度

運動場 体育館 教室 留守家庭
児童会

☑ ☑ ☑ □ ☑

　④主な内容

　⑤延べ参加児童数 （　　　　　）人【不明】

コーディネーター 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者

人 人 人 人 人 【不明】

放課後子供教室（モデル校）調査結果

コーディネーター
（□ＰＴＡ　□留守指導員　□教職員　□地域住民　□その他（　　　　　　）

安全管理員数

実施プログラム

参加人数

○当日プログラム

　　　　（　支援を要する児童　　　人　　一般　　人 、 留守　　人　）【不明】
児童数

対応者

訪問日時 平成 28 年 ９ 月 15 日 （　水  ）　　　　　午後　２　時　30　分　～　午後　４　時　00　分

澤井校長、田中指導員（留守家庭児童会指導員・事務従事者）

放課後子供教室名

□（　　　　　 ）

その他（　　　　　 ）

成　　果

（　　　南 　　）小学校

校庭開放（雨天のため、途中で中止）

（□ＰＴＡ　□留守指導員　□教職員　□地域住民　☑その他（　校庭開放サポーター　）

　④事務従事者

　⑤会計 □（　　　　　 ）

南小子どもクラブ

　①実行委員長

経験年数

（　１　）年目□（　　　　　 ）

課　　題

・地域人材の参画が多い。

・平日のプログラムが校庭開放に偏っている。

・プログラムに偏りがある。
　（校庭開放、ドッジボール教室、読み聞かせ、伝承遊びをローテーション）

・参加者が固定化しつつある。

○事務局所見

月（　１　）回程度

その他（　　　　　 ）

読み聞かせ、ドッジボール教室、校庭開放など

　⑥プログラム延べ従事者数

　③主な開催場所
その他（　地域住民の自宅　 ）

　②実行委員会の参加者

　③留守家庭児童会との連携

　④支出済額

　①企画

（　７　）年目

その他

　②コーディネーター

　③安全管理員 □（　　　　　 ）

□（　　　　　 ）



20人 （一般　　人【不明】 、 留守　　人【不明】）

有　・　無

５人

○実行委員会等構成メンバー

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ □ □ □

☑ □ □ □

☑ ☑ ☑ □

□ ☑ □ □

□ ☑ □ □

○運営について

　①実行委員会の開催頻度

実行委員長 コーディネーター 留守指導員 学校関係者 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者 　会計担当

☑ ☑ ☑ ☑ □ □ ☑ 　　☑
大変良い 良い ふつう 悪い 大変悪い

□ ☑ □ □ □
コーディネーター 安全管理員

校庭開放
サポーター 事務従事者 外部講師 一般消耗品 その他

円 円 円 円 円 円 円 【不明】

○プログラムについて

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ ☑ ☑ □ □

　②開催数 月（　20　）回程度（主に月～金）　　内、合同プログラムの割合　（　100　）％程度

運動場 体育館 教室 留守家庭
児童会

☑ □ ☑ □ □

　④主な内容

　⑤延べ参加児童数 （　　　　　）人【不明】

コーディネーター 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者

人 人 人 人 人 【不明】
　⑥プログラム延べ従事者数

　③主な開催場所
その他（　　　　　 ）

（　１　）年目

　②実行委員会の参加者

　③留守家庭児童会との連携

（　１　）年目

経験年数

□（　　　　　 ）

　⑤会計

□（　　　　　 ）

□（　　　　　 ）

その他

　③安全管理員

　④事務従事者

課　　題

・学習教室を毎日開催し、学力向上に力を傾注している。

・校庭開放の参加率が低い。

・留守家庭児童会と子供教室の開催場所が離れて過ぎている。

・平日のプログラムが４年生限定の学習支援のみになっている。

・プログラム数が少ない。

○事務局所見

月（　１　）回程度

その他（　　　　　 ）

学習支援、校庭開放など

成　　果

　④支出済額

　①企画

訪問日時 平成 28 年 ９ 月 13 日 （　火  ）　　　　　午後　４　時　00　分　～　午後　５　時　00　分

対応者

第五小学校放課後子ども総合プラン

□（　　　　　 ）

その他（　　　　　 ）

　②コーディネーター

□（　　　　　 ）

西田校長、福指導員（留守家庭児童会指導員・事務従事者）

放課後子供教室名

　①実行委員長

（　　　第五 　　）小学校

学習支援

（□ＰＴＡ　☑留守指導員　☑教職員　□地域住民　□その他（　校庭開放サポーター　）

放課後子供教室（モデル校）調査結果

コーディネーター

安全管理員数

実施プログラム

参加人数

○当日プログラム

児童数
　　　　（　支援を要する児童　　　人　　一般　　人 、 留守　　人　）【不明】



30人 （一般　　人【不明】 、 留守　　人【不明】）

有　・　無

８人

○実行委員会等構成メンバー

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ □ □ □

☑ □ □ □

☑ □ □ □

☑ □ □ □

☑ □ □ □

○運営について

　①実行委員会の開催頻度

実行委員長 コーディネーター 留守指導員 学校関係者 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者 　会計担当

☑ ☑ ☑ ☑ □ □ ☑ 　　□
大変良い 良い ふつう 悪い 大変悪い

☑ □ □ □ □
コーディネーター 安全管理員

校庭開放
サポーター 事務従事者 外部講師 一般消耗品 その他

11,000円 112,000円 133,000円 40,000円 10,000円 11,230円 0円

○プログラムについて

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ ☑ □ □ □

　②開催数 月（　11　）回程度（主に火・水・木）　　内、合同プログラムの割合　（　100　）％程度

運動場 体育館 教室 留守家庭
児童会

☑ □ ☑ □ □

　④主な内容

　⑤延べ参加児童数 （　2,693　）人　※８月末時点

コーディネーター 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者

11人 154人 46人 ０人 ０人 【不明】

放課後子供教室（モデル校）調査結果

放課後子供教室名 池田小にっこにこくらぶ （　　　池田 　　）小学校

訪問日時 平成 28 年 ９ 月 15 日 （　木  ）　　　　　午後　２　時　00　分　～　午後　３　時　00　分

対応者 上木場さん（事務従事者）、高橋さん（コーディネーター）

○当日プログラム

実施プログラム 寺子屋、校庭開放

参加人数

児童数
　　　　（　支援を要する児童　　　人　　一般　　人 、 留守　　人　）【不明】

コーディネーター

安全管理員数
（☑ＰＴＡ　□留守指導員　□教職員　□地域住民　☑その他（　摂南大学の学生　）

その他 経験年数

　①実行委員長 □（　　　　　 ） （　３　）年目

　②コーディネーター □（　　　　　 ） （　２　）年目

　③安全管理員 □（　　　　　 ）

　④事務従事者 □（　　　　　 ）

　⑥プログラム延べ従事者数
　　 （８月末時点）

その他（　　　　　 ）

　⑤会計 □（　　　　　 ）

月（　１　）回程度

　②実行委員会の参加者

　③留守家庭児童会との連携

　④支出済額（８月末時点）

○事務局所見

成　　果

・校庭開放開催までの時間帯に、低学年を対象とした寺子屋を実施している。

・摂南大学の学生の協力を得るなど、スタッフの確保に努めている。

・留守家庭児童会とも連携し、プログラムの充実を図っている。

課　　題 ・特筆すべき課題なし

　①企画
その他（　　　　　 ）

　③主な開催場所
その他（　　　　　 ）

校庭開放、寺子屋、読み聞かせ、サッカー教室



30人 （一般　　人【不明】 、 留守　　人【不明】）

有　・　無

１人

○実行委員会等構成メンバー

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ □ □ □

☑ □ □ □

☑ □ □ ☑

□ □ □ □

☑ □ □ □

○運営について

　①実行委員会の開催頻度

実行委員長 コーディネーター 留守指導員 学校関係者 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者 　会計担当

□ □ □ □ □ □ □ 　　□
大変良い 良い ふつう 悪い 大変悪い

□ □ ☑ □ □
コーディネーター 安全管理員

校庭開放
サポーター 事務従事者 外部講師 一般消耗品 その他

133,000円 123,200円 102,500円 60,000円 21,000円 ０円 ０円

○プログラムについて

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

□ □ ☑ □ □

　②開催数 月（　９　）回程度（主に火・金）　　内、合同プログラムの割合　（　100　）％程度

運動場 体育館 教室 留守家庭
児童会

□ ☑ ☑ □ □

　④主な内容

　⑤延べ参加児童数 （　2,790　）人　※８月末時点

コーディネーター 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者

０人 255人 36人 ０人 ０人

放課後子供教室（モデル校）調査結果

放課後子供教室名 三井小子ども教室 （　　　三井 　　）小学校

訪問日時 平成 28 年 ９ 月 15 日 （　木  ）　　　　　午後　３　時　30　分　～　午後　４　時　30　分

対応者 清水教頭

○当日プログラム

実施プログラム 読み聞かせ

参加人数

児童数
　　　　（　支援を要する児童　　　人　　一般　　人 、 留守　　人　）【不明】

コーディネーター

安全管理員数
（□ＰＴＡ　□留守指導員　□教職員　□地域住民　☑その他（　元教員　）

その他 経験年数

　①実行委員長 □（　　　　　 ） （　１　）年目

　②コーディネーター □（　　　　　 ） （　１　）年目

　③安全管理員 ☑（ 元教員  ）

　④事務従事者 ☑（ 元教員  ）

　⑥プログラム延べ従事者数
　　 （８月末時点）

その他（　　　　　 ）

　⑤会計 □（　　　　　 ）

月（　　　）回程度　※実行委員会組織が機能できていない。

　②実行委員会の参加者

　③留守家庭児童会との連携

　④支出済額（８月末時点）

○事務局所見

成　　果 ・平日プログラム数を拡充している。（茶道、囲碁・将棋等）

課　　題
・実行委員会組織が効果的に機能していない。

・人材不足で学習支援開催が困難になっている。

　①企画
その他（　　　　　 ）

　③主な開催場所
その他（　　　　　 ）

囲碁・将棋、読み聞かせ、バレーボール教室、尺八、茶道、校庭開放など



10人 （一般　　人【不明】 、 留守　　人【不明】）

有　・　無

２人

○実行委員会等構成メンバー

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ □ □ □

☑ □ □ □

☑ □ □ □

☑ □ □ □

☑ ☑ □ □

○運営について

　①実行委員会の開催頻度

実行委員長 コーディネーター 留守指導員 学校関係者 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者 　会計担当

☑ ☑ ☑ ☑ □ □ □ 　　□
大変良い 良い ふつう 悪い 大変悪い

□ □ ☑ □ □
コーディネーター 安全管理員

校庭開放
サポーター 事務従事者 外部講師 一般消耗品 その他

円 円 円 円 円 円 円 【不明】

○プログラムについて

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ □ ☑ □ □

　②開催数 月（　10　）回程度（主に水）　　内、合同プログラムの割合　（　100　）％程度

運動場 体育館 教室 留守家庭
児童会

☑ □ ☑ □ □

　④主な内容

　⑤延べ参加児童数 （　　　　　）人【不明】

コーディネーター 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者

人 人 人 人 人 【不明】

○事務局所見

成　　果 ・実行委員会組織が効果的かつ効率的に機能している。

課　　題 ・子供教室と校庭開放がそれぞれ独立している。（従前通り）

　①企画
その他（　　　　　 ）

　③主な開催場所
その他（　　　　　 ）

工作教室、囲碁・将棋教室、校庭開放など

　⑥プログラム延べ従事者数
その他（　　　　　 ）

　⑤会計 □（　　　　　 ）

月（　１　）回程度　

　②実行委員会の参加者

　③留守家庭児童会との連携

　④支出済額

　②コーディネーター □（　　　　　 ） （　２　）年目

　③安全管理員 □（　　　　　 ）

　④事務従事者 □（　　　　　 ）

その他 経験年数

　①実行委員長 □（　　　　　 ） （　１　）年目

参加人数

児童数
　　　　（　支援を要する児童　　１人　　一般　　人 【不明】、 留守　　人【不明】　）

コーディネーター

安全管理員数
（☑ＰＴＡ　□留守指導員　□教職員　□地域住民　□その他（　　　　　　　）

対応者 羽藤さん（コーディネーター）

○当日プログラム

実施プログラム 囲碁・将棋教室

放課後子供教室（モデル校）調査結果

放課後子供教室名 木屋っこくらぶ （　　　木屋 　　）小学校

訪問日時 平成 28 年 ９ 月 14 日 （　水  ）　　　　　午後　２　時　30　分　～　午後　３　時　30　分



50人 （一般　　人【不明】 、 留守　　人【不明】）

有　・　無

７人

○実行委員会等構成メンバー

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ □ □ □

☑ □ □ □

☑ ☑ □ ☑

☑ □ □ □

☑ □ □ □

○運営について

　①実行委員会の開催頻度

実行委員長 コーディネーター 留守指導員 学校関係者 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者 　会計担当

☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ 　　 ☑
大変良い 良い ふつう 悪い 大変悪い

☑ □ □ □ □
コーディネーター 安全管理員

校庭開放
サポーター 事務従事者 外部講師 一般消耗品 その他

41,000円 45,500円 131,500円 50,000円 17,000円 31,935円 0 円

○プログラムについて

ＰＴＡ 留守指導員 教職員 地域住民

☑ □ ☑ □ □

　②開催数 月（　10　）回程度（主に水、土）　　内、合同プログラムの割合　（　100　）％程度

運動場 体育館 教室 留守家庭
児童会

☑ □ ☑ □ □

　④主な内容

　⑤延べ参加児童数 （　3,418　）人　※８月末時点

コーディネーター 安全管理員
校庭開放

サポーター 事務従事者

３人 89人 50人 人 人

放課後子供教室（モデル校）調査結果

放課後子供教室名 きだりんクラブ （　　　木田 　　）小学校

訪問日時 平成 28 年 ９ 月 24 日 （　土  ）　　　　　午前　９　時　30　分　～　午前　10　時　30　分

対応者 柳さん（コーディネーター）

○当日プログラム

実施プログラム 工作教室

参加人数

児童数
　　　　（　支援を要する児童　　　人　　一般　　人 、 留守　　人　）【不明】

コーディネーター

安全管理員数
（☑ＰＴＡ　□留守指導員　□教職員　☑地域住民　□その他（　　　　　　　）

その他 経験年数

　①実行委員長 □（　　　　　 ） （　５　）年目

　②コーディネーター □（　　　　　 ） （　１　）年目

　③安全管理員 □（　　　　　 ）

　④事務従事者 □（　　　　　 ）

　⑥プログラム延べ従事者数
　　 （８月末時点）

その他（　　　　　 ）

　⑤会計 □（　　　　　 ）

月（　１　）回程度　

　②実行委員会の参加者

　③留守家庭児童会との連携

　④支出済額（８月末時点）

○事務局所見

成　　果

・地域人材の参画が多い。

・校庭開放を積極的に実施している。

・時節に応じたイベントを豊富に実施している。

・留守家庭児童会中心のプログラム実施を予定している。

課　　題 ・校庭開放以外のプログラム数が少ない。（水曜日：月１回、土曜日：年４回～５回）

　①企画
その他（　　　　　 ）

　③主な開催場所
その他（　　　　　 ）

工作教室、校庭開放、季節のイベントなど


